
















Chapter 3    図形を描こう

練習ファイル 0305a.jww 完成ファイル 0305b.jww

コントロールバーの［角度］の   をクリックしま
す❶。

3 ［角度］の展開メニューを	
開く

［45］をクリックします❶。

4 角度を45°に指定する

コントロールバーの［ピッチ］の   をクリックしま
す❶。

5 ［ピッチ］の展開メニューを
開く

ツールバーの［ハッチ］コマンドをクリックします
❶。

1 ［ハッチ］コマンドを	
選択する

コントロールバーの［1線］にチェックを入れます
❶。

2 チェックを入れる

	●ハッチの基本設定をする

あらかじめチェックが入っている場合はそのまま進めてく
ださい。

MEMO

❶	クリック

❶	チェック

❶	クリック

❶	クリック

❶	クリック

Lesson 05
ハッチング（塗りつぶし）を 

しよう
ハッチングとは、並行な線を複数描き入れることで図面の一部分を塗りつぶす手法です。家屋の断面図
の壁の内側や床の高さの違いを表す際など、ほかの部分と区別したい箇所に使用します。

76 77

図
形
を
描
こ
う

Chapter

3



Chapter 4    図形を編集しよう

練習ファイル 0402a.jww 完成ファイル 0402b.jww

図形を移動できるようになりました。配置したい
場所まで画像を移動し❶、クリックします❷。

3 移動先を選択する

［移動］コマンドで図形を選択し❶、コントロール
バーの［選択確定］をクリックします❷

1 基点変更を選択する

ツールバーの［移動］コマンドをクリックします❶。

1 ［移動］コマンドを	
選択する 図形を移動させることができました。

4 図形を移動できた

図形を範囲選択し❶、コントロールバーの［選択
確定］をクリックします❷。

2 図形を選択する

	●図形を移動する

	●移動時の基点を変更する

❶	クリック

❷	クリック

❶	選択する

❶	移動する

❷	クリック

❶	選択する

❷	クリック

Lesson 02
図形を移動・回転・ 
反転させよう

図形を移動・回転・反転させる操作を学ぶことで、作成した図形を自由に移動させることができるように
なります。ここでは、図形のさまざまな配置方法を学びましょう。
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Chapter 4    図形を編集しよう

練習ファイル 0403a.jww 完成ファイル 0403b.jww

複写したい位置をクリックします❶。

4 複写する位置を選択する

ツールバーから［複写］コマンドをクリックします
❶。

1 ［複写］コマンドを	
選択する

複写したい図形を選択します❶。

2 図形を選択する

図形を複写することができました。

5 図形を複写できた

コントロールバーの［選択確定］をクリックします
❶。

3 選択を確定する

❶	クリック

❶	選択する

❶	クリック

❶	クリック

Lesson 03
図形を複写しよう

同じ図形を複数配置する場合は、1つひとつ描くのではなく、はじめに描いた図形を複写するほうがかん
たんです。ここでは図形を複写する方法を学びましょう。
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Chapter 5    文字・寸法線を記入しよう

練習ファイル 0503a.jww 完成ファイル 0503b.jww

コントロールバーの［端部］をクリックし、［ー＞］
に設定します❶。

3 端部の記号を選択する

コントロールバーの［設定］をクリックします❶。

4 寸法設定画面を開く

練習ファイル内、図形Aを操作します。ツールバー
の［寸法］コマンドをクリックします❶。

1 ［寸法］コマンドを	
選択する

寸法設定画面が表示されます。ここでは寸法線の
サイズやフォントなどの設定を行うことができま
す。

5 寸法設定画面が	
表示された

コントロールバー赤枠のボタンをクリックし、［ー］
を選択します❶。

2 寸法線の描き方を	
設定する

	●寸法線を描く設定をする

本書ではすでに初期設定で設定を行っているため省略し
ます。あらためて設定する場合は上記の手順で行ってく
ださい。

MEMO

あらかじめ、［ー］に設定されている場合は、そのまま進
めてください。

MEMO

❶	クリック

❶	クリック

❶	クリック

❶	クリック

Lesson 03
水平・垂直・斜辺の 
寸法を記入しよう

図面では、寸法を記入することでその部分がどのくらいの長さなのかを示します。ここではさまざまな寸
法の記入方法を勉強しましょう。
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Visual Index Chapter  6

住宅の平面図を描こう
平面図を描く準備を	
しよう P.1361

POINT

窓を描こう P.1545
POINT

通り芯と柱を描こう P.1402
POINT

階段を描こう P.1586
POINT

平面図を描きはじめる前の準備として、図枠やタイトル版を
描き込みます。

外壁・内壁を描こう P.1443
POINT

建造物の輪郭となる外壁や、内部を区切る内壁を描きます。

扉同様、建築図面での窓の作図にはルールがあります。こ
こでは窓を作成し配置していきます。

柱を描く際に基準の補助線となる通り芯を描きます。通り芯
に沿って柱を配置していきます。

扉を描こう P.1504
POINT

建築図面での扉の作図にはルールがあります。ここでは扉を
作成し配置していきます。

2階建ての家やマンションを描く場合、上の階へとつながる階
段が必要です。ここでは一般的な階段の描き方を学びます。

この章のポイント
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Visual Index Chapter  7

住宅の立面図を描こう
補助線を描こう P.1661

POINT

階段を描こう P.1723
POINT

1階・2階を描こう P.1682
POINT

屋根を描こう P.1744
POINT

平面図から立面図を描き起こす場合、それぞれの建物や窓
の位置を合わせる必要があります。平面図を基準とした補
助線に沿って立面図を描くことで、寸法を合わせることがで
きます。ここでは先ほどの平面図から描いた補助線を元に立
面図を描く準備をしましょう。

玄関の入り口に階段を描き
ます。

窓を描こう P.1765
POINT

窓を平面図と同じ位置に配置します。

図面を印刷しよう P.1887
POINT

図面が完成したら印刷して眺めてみましょう。ここでは印刷方法を学びます。

今回の住宅は2階建て構造
なので、1階と2階をそれぞ
れ描いていきます。

立面図は建物を横から眺める構図であるため、平面図には
なかった屋根が必要です。ここでは屋根を描きます。

ベランダを描こう P.1806
POINT

ベランダと柵を描きます。

この章のポイント
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